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第
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節
長
崎
医
学
の
黎
明
・
南
蛮
医
学
　
長
崎
は
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
年
）
長
崎
純
景
の
城
下
町
で
あ
っ
た
が
、
医
学
に
造
詣
の
深
か
っ
た
ル
イ
ス
・
ダ
ル
メ
イ
ダ
H
廿
ピ
忌
ω
U
巴
白
色
量
（
い
G
『
留
》
一
目
巴
量
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
貴
族
で
、
外
科
医
）
が
来
て
布
教
を
始
め
、
永
禄
十
一
年
（
一
五
六
八
年
）
ま
で
滞
在
し
、
布
教
所
も
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
、
ダ
ル
メ
イ
ダ
は
豊
後
府
内
（
大
分
）
に
移
り
、
全
財
産
を
投
じ
て
日
本
最
初
の
医
学
校
を
建
立
し
た
が
、
叉
、
五
島
純
定
を
治
療
し
た
り
し
て
、
な
お
長
崎
地
方
の
診
療
と
布
教
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
、
ダ
ル
メ
イ
ダ
の
後
任
と
し
て
長
崎
に
来
た
神
父
ガ
ス
パ
ル
●
ヴ
ィ
レ
ラ
四
〇
m
ω
℃
9
の
賦
く
鵠
①
冨
は
ト
ー
ド
ス
・
オ
ス
・
サ
ン
ト
ス
↓
＆
8
0
ω
Oo
彗
8
ω
会
堂
を
建
立
し
、
漸
く
キ
リ
ス
ト
教
と
共
に
当
時
の
西
洋
医
学
い
わ
ゆ
る
南
蛮
医
学
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
元
亀
元
年
三
月
十
五
日
（
一
五
七
〇
年
四
月
二
十
日
）
以
後
、
四
月
に
か
け
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
神
父
メ
ル
シ
ョ
ゥ
ル
．
デ
．
フ
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西
、
洋
医
学
伝
来
イ
ゲ
イ
レ
ド
勺
●
竃
o
ざ
ま
8
留
司
蒔
ロ
色
お
血
O
（
切
①
ざ
窪
9
留
コ
讐
Φ
貯
a
。
）
は
福
田
浦
に
在
留
中
、
長
崎
の
水
深
を
測
量
し
、
長
崎
を
良
港
と
認
め
た
の
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
そ
の
家
族
と
共
に
船
舶
の
保
護
の
も
と
に
住
居
を
構
え
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
元
亀
二
年
三
月
十
五
日
（
一
五
七
一
年
四
月
九
日
）
領
主
大
村
純
忠
の
命
で
朝
長
対
馬
が
長
崎
六
町
建
を
始
め
た
。
そ
の
後
、
天
正
八
年
（
一
五
八
○
年
）
か
ら
同
十
五
年
（
一
五
八
七
年
）
ま
で
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
知
行
し
た
長
崎
の
医
学
は
し
ば
ら
く
の
間
、
南
蛮
医
学
が
栄
え
た
。
　
天
正
十
二
年
冬
（
一
五
八
四
年
十
二
月
）
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
は
病
に
罹
り
、
当
代
随
一
の
名
医
と
称
せ
ら
れ
た
李
朱
医
学
家
曲
直
瀬
道
三
に
診
療
を
う
け
る
た
め
、
京
に
上
っ
た
が
、
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
は
曲
直
瀬
道
三
と
そ
の
門
人
八
百
人
ば
か
り
に
洗
礼
を
授
け
た
。
　
長
崎
に
布
教
し
は
じ
め
た
ダ
ル
メ
イ
ダ
及
び
長
崎
開
港
に
関
与
し
た
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
と
西
洋
医
学
伝
来
と
は
浅
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
＿1一
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長
崎
医
学
の
黎
明
・
南
蛮
医
学
り
、
曲
直
瀬
道
三
の
李
朱
医
学
も
そ
の
後
南
蛮
医
学
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
が
、
文
献
に
乏
し
く
、
未
だ
明
ら
か
で
な
い
。
　
再
び
、
長
崎
に
目
を
移
す
と
、
長
崎
に
お
け
る
南
蛮
医
学
は
、
教
会
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
。
即
ち
、
キ
リ
シ
タ
ン
救
療
施
設
た
る
教
会
の
外
郭
団
体
、
慈
悲
屋
の
組
合
O
o
b
ヰ
貰
寅
号
ビ
訪
9
ユ
8
巳
冨
が
で
き
、
当
番
制
で
、
会
計
、
病
院
事
務
、
収
容
看
護
が
行
わ
れ
た
。
長
崎
に
は
、
・
・
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
　
鋤
蒔
お
す
①
O
器
9
の
量
ζ
一
器
ユ
8
三
寅
が
本
博
多
町
に
建
設
さ
れ
た
。
院
長
は
日
本
人
ジ
ュ
ス
ト
と
ω
ε
で
あ
っ
た
。
慈
悲
屋
と
も
呼
ば
れ
た
、
、
、
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
は
組
合
員
の
寄
附
で
七
院
を
経
営
し
た
。
男
女
の
養
老
院
、
療
病
院
と
貧
民
救
済
院
等
で
あ
っ
た
。
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
年
）
に
至
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
諸
会
堂
は
豊
後
府
内
（
大
分
）
の
サ
ン
チ
ャ
ゴ
留
筥
一
譜
o
病
院
な
ど
と
共
に
破
却
さ
れ
た
が
、
長
崎
の
慈
悲
屋
は
難
を
免
が
れ
た
。
然
し
、
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
年
）
、
遂
に
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
は
破
却
さ
れ
、
南
蛮
医
学
系
の
長
崎
の
救
療
施
設
は
全
く
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
慶
長
年
間
最
も
隆
盛
の
域
に
達
し
て
い
た
南
蛮
医
学
も
こ
こ
に
衰
微
の
徴
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
二
十
六
聖
人
の
中
に
も
、
パ
ゥ
・
茨
木
、
レ
オ
茨
木
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
吉
、
パ
ゥ
・
鈴
木
及
び
ト
マ
弾
記
な
ど
、
京
都
に
お
け
る
医
療
関
係
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
宣
教
師
と
し
て
慶
長
十
六
、
七
年
（
ニ
ハ
ニ
年
か
ら
一
六
一
二
年
）
頃
渡
来
し
、
布
教
に
従
事
し
て
い
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ン
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
O
ぼ
一
2
0
畠
o
勾
①
冥
9
建
は
、
天
正
八
年
（
一
五
八
○
年
）
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ト
レ
ス
・
ヴ
エ
ド
ラ
ス
円
o
旨
8
く
9
量
ω
に
生
れ
た
が
、
慶
長
十
九
年
（
ニ
ハ
一
四
年
）
の
禁
教
後
も
布
教
に
努
め
て
い
た
。
然
し
、
遂
に
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
年
）
、
逮
捕
さ
れ
て
、
穴
吊
り
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
棄
教
し
て
了
っ
た
。
そ
の
後
は
沢
野
忠
庵
と
改
名
し
、
宗
門
目
朋
と
な
り
、
日
本
の
女
を
婆
っ
て
忠
次
郎
と
い
う
子
と
娘
一
人
を
儲
け
た
が
、
娘
は
、
後
に
門
人
杉
本
忠
恵
の
妻
と
な
っ
た
。
　
忠
庵
は
天
交
学
に
通
じ
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
年
）
、
南
蛮
天
文
学
書
を
著
わ
し
た
。
当
時
、
長
崎
に
い
た
向
井
元
升
は
そ
れ
を
基
と
し
て
乾
坤
弁
説
を
著
わ
し
た
の
で
あ
る
。
忠
庵
は
又
医
学
に
も
造
詣
深
く
、
外
科
を
教
え
た
。
南
蛮
流
外
科
書
や
そ
の
秘
伝
書
は
多
く
忠
庵
に
仮
託
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
西
洋
の
中
世
に
行
わ
一2一
れ
た
サ
ン
キ
・
コ
ン
テ
・
ヘ
レ
マ
・
マ
レ
ン
コ
ン
ヤ
等
の
四
体
液
説
に
基
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
療
法
と
し
て
は
、
早
期
に
炎
症
を
散
ら
す
と
か
、
早
く
化
膿
さ
せ
て
切
開
排
膿
す
る
方
法
が
と
ら
れ
、
薬
品
と
し
て
は
、
バ
ル
サ
ム
や
、
椰
子
油
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
油
（
オ
レ
フ
油
）
等
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
も
の
が
用
い
ら
れ
た
の
で
、
当
時
の
医
師
た
ち
は
好
奇
心
を
そ
そ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
忠
庵
は
慶
安
三
年
十
月
十
一
日
（
一
六
五
〇
年
十
一
月
四
日
）
に
没
し
た
が
、
そ
の
門
人
と
し
て
は
、
杉
本
忠
恵
、
半
田
順
庵
、
西
玄
甫
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
　
杉
本
忠
恵
（
一
六
一
八
i
ニ
ハ
八
九
）
は
忠
庵
の
女
婿
で
あ
る
が
、
寛
文
六
年
十
二
月
一
日
、
将
軍
家
綱
に
拝
謁
し
、
寛
文
十
年
十
二
月
二
十
五
日
、
幕
府
の
医
官
と
な
っ
た
。
元
禄
二
年
十
月
六
日
、
没
し
た
が
、
そ
の
子
元
真
（
一
六
五
二
ー
一
七
二
四
）
以
下
、
良
英
（
一
六
九
八
－
一
七
四
二
）
、
　
良
貞
（
一
七
三
三
－
一
七
五
〇
）
、
良
猷
（
一
七
三
五
！
一
七
八
一
）
等
、
代
々
父
祖
の
業
を
継
い
で
名
を
為
し
た
。
　
半
田
順
庵
は
忠
庵
に
学
び
、
後
、
マ
カ
オ
に
渡
っ
て
実
地
修
学
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
門
人
中
、
吉
田
流
の
祖
と
な
っ
た
　
　
　
第
一
章
　
西
洋
医
学
伝
来
吉
田
自
休
は
最
も
傑
出
し
て
い
た
。
吉
田
自
休
（
一
六
〇
七
－
一
六
八
六
）
の
門
人
に
は
吉
田
自
庵
、
村
山
自
伯
、
松
丘
宗
順
等
が
あ
る
。
　
西
玄
甫
は
通
称
新
吉
、
後
に
吉
兵
衛
と
云
い
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
で
あ
っ
た
。
沢
野
忠
庵
の
み
な
ら
ず
、
出
島
蘭
館
医
に
も
教
を
う
け
、
カ
ピ
タ
ン
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ラ
ン
ス
ト
O
o
冨
欝
三
ぎ
勾
田
ロ
ω
叶
　
と
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト
　
O
田
三
色
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㊤
b
≦
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9
及
び
医
師
ア
ル
ノ
ル
ド
・
デ
ィ
ル
ク
セ
ン
診
彗
o
包
9
－
零
雨
連
署
の
証
明
書
を
得
て
（
一
六
六
八
年
二
月
二
十
日
、
即
ち
寛
文
八
年
一
月
十
九
日
附
）
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
チ
ャ
ッ
プ
を
貰
っ
た
。
そ
し
て
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
年
）
、
江
戸
に
召
出
さ
れ
、
幕
府
の
医
官
と
な
っ
た
。
玄
甫
は
貞
享
元
年
九
月
十
五
日
に
没
し
た
が
、
杉
田
玄
白
の
蘭
学
事
姶
に
も
そ
の
名
が
見
え
、
西
流
の
祖
で
あ
る
。
　
西
玄
甫
の
門
人
に
は
高
原
道
灘
、
茂
升
沢
、
広
中
養
栄
、
伊
東
升
林
、
加
悦
升
泉
、
小
川
元
宅
等
が
あ
っ
た
。
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